
４車線化整備による効果

ＩＣ機能の回復ＩＣ機能の回復

渋滞の緩和渋滞の緩和

渋滞が解消された区間では、本線の利用が活性化
本線利用が活性化されたことで、千代田上土ＩＣ・唐瀬ＩＣにおけるＯＦＦラ
ンプ交通量も増加し、ＩＣとしての本来の機能が回復

渋滞が解消された区間では、渋滞が解消された区間では、本線の利用が活性化本線の利用が活性化
本線利用が活性化されたことで、本線利用が活性化されたことで、千代田上土千代田上土ＩＣ・唐瀬ＩＣにおけるＯＦＦラＩＣ・唐瀬ＩＣにおけるＯＦＦラ
ンプ交通量ンプ交通量もも増加し、増加し、ＩＣとしての本来の機能が回復ＩＣとしての本来の機能が回復

千代田上土IC・唐瀬ICが渋滞の影響を受けずに利用可能に
渋滞長の減少によって、鳥坂IC～唐瀬IC間の通過時間が最大８分短縮
千代田上土IC～唐瀬IC間を利用した周辺施設への利便性が向上

千代田上土千代田上土ICIC・唐瀬・唐瀬ICICが渋滞の影響を受けずに利用可能にが渋滞の影響を受けずに利用可能に
渋滞長の減少によって、鳥坂渋滞長の減少によって、鳥坂ICIC～唐瀬～唐瀬ICIC間間の通過時間が最大８分短縮の通過時間が最大８分短縮
千代田上土千代田上土ICIC～唐瀬～唐瀬ICIC間間を利用したを利用した周辺周辺施設への施設への利便利便性が向上性が向上

鳥坂鳥坂ICIC～唐瀬～唐瀬ICIC通過時間の変化通過時間の変化
（ピーク時最大）（ピーク時最大）

整備前調査日：平成１８年３月整備前調査日：平成１８年３月 ７日（火）７日（火）

整備後調査日：平成１８年７月１１日（火）整備後調査日：平成１８年７月１１日（火）

整備後渋滞状況（ピーク時最大）整備後渋滞状況（ピーク時最大）

Ｎ

OFFランプが渋滞の影響を受けないOFFOFFランプが渋滞の影響を受けないランプが渋滞の影響を受けない
整備後整備後
渋滞最後尾渋滞最後尾

１２分１２分 ⇒４分

８分短縮８分短縮

：交通量増加：交通量増加：交通量増加：交通量増加 ：交通量減少：交通量減少：交通量減少：交通量減少
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唐瀬IC 千代田上土ＩＣ 瀬名IC 鳥坂IC

●
県こども病院

神経医療センター整備前渋滞状況（ピーク時最大）整備前渋滞状況（ピーク時最大）

OFFランプが渋滞の影響を受けるOFFOFFランプが渋滞の影響を受けるランプが渋滞の影響を受ける

整備前整備前
渋滞最後尾渋滞最後尾

Ｎ



４車線化整備後の課題

唐瀬唐瀬ICIC～昭府２～昭府２丁目丁目交差点の通過時間が悪化交差点の通過時間が悪化

迂回交通の発生迂回交通の発生

静清静清BPBP本線（下り線側）１日の利用交通量本線（下り線側）１日の利用交通量

本線における渋滞通過時間が悪化したことで、唐瀬ＩＣを利用して側道
へ迂回する交通が増加
また、迂回交通によってONランプ合流部での渋滞が発生し、本線通過
時間の悪化をさらに助長

本線における渋滞通過時間が悪化したことで、唐瀬ＩＣを利用して側道本線における渋滞通過時間が悪化したことで、唐瀬ＩＣを利用して側道
へ迂回する交通が増加へ迂回する交通が増加
また、迂回交通によってまた、迂回交通によってONONランプ合流ランプ合流部での部での渋滞が発生し、本線通過渋滞が発生し、本線通過
時間の悪化をさらに助長時間の悪化をさらに助長
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右
側
車
線 調査日：平成１８年７月１１日（火）調査日：平成１８年７月１１日（火）

適切な走行速度を確保するための追越車線が、唐瀬ＩＣ～昭府２丁目交
差点間の渋滞悪化の影響で有効活用されていない

適切な走行速度を確保するための適切な走行速度を確保するための追越車線が追越車線が、唐瀬ＩＣ～昭府２、唐瀬ＩＣ～昭府２丁目丁目交交
差点間の渋滞悪化の影響で差点間の渋滞悪化の影響で有効活用されていない有効活用されていない

鳥坂ＩＣ～唐瀬ＩＣ間の通過時間は改善したが、唐瀬ＩＣ～昭府２丁目交差
点間の通過時間が整備前：１６分 ⇒整備後２９分と約２倍

鳥坂ＩＣ～唐瀬ＩＣ鳥坂ＩＣ～唐瀬ＩＣ間間の通過時間は改善したが、唐瀬ＩＣ～昭府２の通過時間は改善したが、唐瀬ＩＣ～昭府２丁目交差丁目交差
点点間間の通過時間が整備前：１６分の通過時間が整備前：１６分 ⇒整備後２９分と約２倍約２倍

唐瀬唐瀬ICIC～昭府２の通過時間の変化（ピーク時最大）～昭府２の通過時間の変化（ピーク時最大）

整備前調査日：平成１８年３月整備前調査日：平成１８年３月 ７日（火）７日（火）
整備後調査日：平成１８年７月１１日（火）整備後調査日：平成１８年７月１１日（火）

右側車線（追越車線）の
利用が少ない

『試行的に車線運用の変更』 平成１９年１月２２日（月） ＡＭ６：００より『『試行的に車線運用の変更試行的に車線運用の変更』』 平成１９年１月２２日（月）平成１９年１月２２日（月） ＡＭ６：００よりＡＭ６：００より
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７００台増加７００台増加７００台増加 １，６００台増加１，６００台増加１，６００台増加１，０００台増加１，０００台増加１，０００台増加
ＯＮランプ部ＯＮランプ部ＯＮランプ部ＯＮランプ部 交差点部交差点部交差点部交差点部 ＯＦＦＯＦＦランプ部ランプ部ＯＦＦＯＦＦランプ部ランプ部
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